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問題と目的

　大学の授業や講演の際，学生や受講者の態度や
行動と着席している座席との関係は，一般的に，
教師や講演者に近い位置にある者ほど熱心に受講
し成績も良好であるといわれている．
　出口拓彦（2007）は，大学の授業における私
語と座席位置の関連について，座席位置が教室後
方の学生ほど“授業と無関係な私語”の頻度や被
私語頻度（話しかけられる）が高いと報告してい
る．また，下鶴幸宏・中野正博（2008）は，質
問紙調査の結果，座席が前方の学生の方ほど学習
意欲が高く，私語も授業と関係したものであり，
講義に高い関心を持っている．後方の座席の学生
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は，講義には上の空であり，講義時間を退屈であ
ると感じ，眠気に襲われ講義と無関係な私語をす
るなど，講義に後ろ向きな態度や行動がより多く
みられると報告している．
　Millard, R. J. & Stimson, D. V. （1980）は，座席
選択行動が成績と関連する可能性は低いが，教室
における興味や関心に反映されるとし，前方に着
席している学生の方が，授業に対する興味や関心
が高く，授業参加意識や学習動機も優れているこ
とを明らかにしている．
　集団行動を学びはじめる保育所や幼稚園の園児
の着席位置と視聴態度や行動との関係はどうであ
ろうか．小林真（1997）は，3歳～5歳の幼稚園
児90名を対象に，絵本の読み聞かせと座席位置
との関係について興味深い研究を行っている．こ
の研究の視聴座席形態は，園児の座る位置は自由
であり，椅子は用いずに床にじかに座る“自由視
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要旨　紙芝居の視聴の際，幼児の視聴態度が，視聴座席形態や年齢要因や視聴時間の要因にどのように
影響されるかを検討した．被験者は，3歳から6歳の幼稚園児38名であり，年少児クラスと年長児クラ
スそれぞれ1クラスを研究対象とした．視聴座席形態は，教師に対して，垂直・対面・自由視聴座席の
3形態であった．分析の対象とした視聴時間は，前半2分・後半2分であった．視聴態度は当該時間中
の園児の反応であり，小林（1997）の分類基準に基づきポジティブ態度とネガティブ態度に分け，平
均出現頻度を従属変数とした．結果は次の通りである．◯1 実験を通して，ポジティブな態度がほとん
どであった．◯2 垂直視聴座席形態は，年長児のポジティブ態度形成に有効に機能している．◯3 自由視
聴座席形態は，ネガティブな態度を生じ易く，特に年少児に顕著である．◯4 ポジティブ態度は，視聴
時間の前半により多くみられ，◯5ネガティブ態度は，垂直視聴座席形態では後半に多くみられが，対面・
自由視聴座席形態では，逆に後半に低くなる傾向が示された．
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聴座席形態”であった．主な結果は次の通りであ
る．◯1 3歳児では，後方の列に座っていた園児は，
明らかに絵本に興味を示している時間は少なく，
絵本の視聴とは無関係な行動を示していた．◯2 4
歳児では，後方に座っている園児は，集中時間は
短いが徐々に集中しようとする姿勢がみられた．
◯3 5歳児では，座っている位置と関係なく読み聞
かせの間中ずっと絵本に興味を示していた．
　教室の机や椅子の配置は，教卓に対して垂直
（縦）の行列型，対面（横）の行列型，グループ
学習型（人数分机や椅子を集める），リーダーを
中心としたコの字型などがある．机や椅子の配置
の型は，教科や科目（大学の場合）の授業内容や
授業形態（講義形式，演習形式等）により異なっ
て選択されているが，小学校から大学の教室の机
と椅子の配置は，教卓に対して縦・横の行列型か
グループ学習形態が一般的である．保育所や幼稚
園で絵本や紙芝居の読み聞かせの時間では，読み
手（教師）の周りに自由に座る視聴形態が比較的
多く取り入れられている．しかし，教室内の決め
られた机や椅子に着席する縦・横の行列型の視聴
形態も一般的である．
　これまで視聴座席形態と園児の視聴態度や行動
変化に関する研究は，あまり見当たらない．
　着席して授業を受ける学校での望ましい（ポジ
ティブな）受講態度として，静かに傾聴する，熱
心にノートを取る，理解できない個所を教師に質
問する，指定された課題について友だちと話し合
う，等をあげることができる．望ましくない（ネ
ガティブな）受講態度には，私語をする，当該の
授業と無関係な活動（いわゆる内職，マンガを描
く等）をする，居眠りをする，授業妨害行動（授
業と無関係な教師への質問，立ち歩き，奇声を発
する，授業中の喧嘩など），等が考えられる．
　小林（1997）は，幼稚園での絵本の読み聞か
せにおける子どもの行動を，次のような反応分類
カテゴリーから分類している．〈興味を示した行
動〉：◯1 視線が本に向いている /本に集中してい
る．◯2その場に興味を示し，発言する．◯3本の近

くまで寄って行って指をさす．◯4 笑い声をあげ
る．◯5他の友だちと面白かったことを言い合う．
◯6絵本の場面を真似する．◯7集中しているが，体
が動いている．◯8前に乗り出す．◯9微笑する．◯10

驚く．〈興味を示さなかった行動〉：◯1手足をモジ
モジさせて落ち着かない．◯2横の友だちと話（関
係のない）をする．◯3視線は本に向いているが，
内容は追っていない．◯4ボーとしている /あくび
をしている．◯5まったく違う方を向いている．
　物語や絵本への興味や関心の度合いと年齢との
関係は，年齢とともに物語の理解力や集中時間が
増加しイメージや空想が広がることから，ポジ
ティブな視聴態度や集中して視聴できる時間も園
児の年齢とともに高まることが予想される．
　本研究の主な目的は，幼稚園児を対象に，“紙
芝居”の視聴態度に及ぼす効果を視聴座席形態要
因（垂直・対面・自由），年齢要因（年少・年長），
視聴時間要因（前半・後半）から検討することに
ある．
　視聴座席形態は，実験者に向かって垂直（縦）
の座席配列に着席する型（垂直視聴座席形態），
対面（横）の座席配列に着席する型（対面視聴座
席形態），読み手の周りに自由に着席して視聴す
る型（自由視聴座席形態）の3形態である（図
1 参照）．
　年齢要因は，年少児（3歳児クラス：3～4歳）
と年長児（5歳児クラス：5～6歳）の2クラスの
園児である．
　視聴時間要因は，紙芝居の前半（2分）と後半（2
分）を分析の対象とした．
　視聴態度は，ポジティブな態度とネガティブな
態度に分類し，本研究の従属変数とした．態度の
分類基準は，小林（1997）の“絵本の読み聞かせ”
実験で用いた「子どもの反応の分類カテゴリー」
をそのまま使用した．

方　法

被験者　埼玉県k市の一般的な私立幼稚園の園児
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38名であった．内訳は，年少児（3～4歳児14
名），年長児（5～6歳児24名）それぞれ1クラス
であった．年少児は4～5名の3グループ，年長
児は8名の3グループに分かれ，実験の均等性を
保つために予め決められた3つの視聴座席形態
（垂直・対面・自由）の順序で，形態ごと異なる
3種類の“紙芝居の読み聞かせ”の実験に参加し
た．
手続き　登園後の“自由遊び”の時間を利用し，
幼稚園の空き教室を利用して行われた．実験導入
前に園児をリラックスさせるために“手遊び”を
行い，“紙芝居の読み聞かせ”実験へのスムーズ
な移行を図った．
　紙芝居の内容は，3つの視聴形態でそれぞれ異
なる内容であった．井上よう子（作）・岡村好文
（画）（2001）「ウミウシめいたんてい」，浅沼と
おる（作 /画）（2001）「イソギンチャクとウソギ
ンチャク」，宮本えつよし（作 /画）（2001）「さ
びしんぼうのヒトデくん」の3作品を用いた．い
ずれの作品も3～5歳児に理解可能であることが，
事前に当該幼稚園の担任教諭によって確かめら

れ．それぞれ5分以内で終了可能な作品であった．
行動分析方法　園児一人ひとりの行動分析をより
正確に行うために，ゼッケン番号の付いているビ
ブスを着用させ，実験終了後VTRによる分析を
行った．分析時間は紙芝居の開始後，2分間を前
半，終了前の2分間を後半とした．園児の行動は
15秒ごとチェックされ，時系列的な行動の変化
が測定された．したがって，行動分析の対象とさ
れた時間は，前半（15秒×8＝120秒），後半（15
秒×8＝120秒）であった．
行動分析の基準　小林（1997）の「子どもの反
応の分類カテゴリー」示す項目の中で，絵本や本
と表記されている個所を“紙芝居”に変え，残り
の個所はそのまま用いた．また，興味を示した行
動を“ポジティブな態度”（10項目），興味を示
さなかった行動を“ネガティブ態度”（5項目）
表記した（表1　参照）．園児の行動の分類は，
行動分析基準に基づき第1執筆者（森光）自身に
より行われた．
実験の実施期間　2009年11月25日～11月27日
であった．

図1　園児の紙芝居視聴座席形態（垂直・対面・自由）
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結果と考察

1） 紙芝居の総合的な視聴態度（ポジティブ態度・
ネガティブ態度）

　幼稚園児の紙芝居の視聴態度を，ポジティブな
視聴態度とネガティブな視聴態度に分けて分析し
た．
　ポジティブな視聴態度の平均出現頻度（（　　）
内の数値）は，「視線が紙芝居に向いている /紙芝
居に集中している」（15.21），「集中しているが，
身体が動いている」（6.41）が平均頻度“1”以上
であり，その他の反応カテゴリーの数値は極めて
低い数値であった．
　ネガティブな視聴態度の平均頻度では，「まっ
たく違う方向を向いている」（3.20），「手足をモ
ジモジさせて，落ち着きがない」（1.90）であり，
その他のカテゴリーは低い値であった（表1　参
照）．
　ポジティブな視聴態度（1項目～10項目）とネ
ガティブな視聴態度（1項目～5項目）を比較す
ると，ポジティブ視聴態度の平均頻度（66.00）＞
ネガティブ視聴態度（18.26）の関係が有意であっ
た（t（37）＝16.952，p＜.001）．
　したがって，園児の紙芝居への総合的な視聴態

度は，ポジティブな視聴態度が極めて支配的で
あったといえる．
　園児が“まったく”ないしは“ほとんど”反応
を示さない項目は，〈ポジティブ視聴態度〉では，
「紙芝居の近くまで寄って行って指をさす」
（0.00），「紙芝居の場面を真似する」（0.00），「驚
く」（0.02），「笑い声をあげる」（0.06），「他の友
だちと紙芝居の話をする」（0.07）であった．〈ネ
ガティブ視聴態度〉では，「ボーとしている /あく
びをしている」（0.11）であった．
　これらのカテゴリー項目は，今後の研究におい
て分類基準の妥当性の点でから，“絵本や物語の
読み聞かせ”，“紙芝居の読み聞かせ”，“お絵かき”
等の授業内容と関連付けて再検討する必要があ
る．
2） 視聴座席形態（垂直・対面・自由座席形態）
が視聴態度に及ぼす効果

　紙芝居の視聴座席形態を，垂直視聴座席形態
（垂直）と対面視聴座席形態（対面）と自由視聴
座席形態（自由）の3つに分け，視聴座席形態と
視聴態度（ポジティブ視聴態度・ネガティブ視聴
態度）との関係を検討した．
　〈ポジティブ視聴態度〉の平均頻度は，垂直
（22.34），対面（21.32），自由（22.34）であり，

表1　紙芝居の視聴態度（ポジティブ視聴態度・ネガティブ視聴態度）

視聴態度のカテゴリー項目 平均頻度 標準偏差 人　数

〈ポジティブ視聴態度〉
 1．視線が紙芝居に向いている /紙芝居に集中している 15.21 4.11 38
 2．その場面に興味を示し，発言する 0.42 0.87 38
 3．紙芝居の近くまで寄って行って指をさす 0.00 0.00 38
 4．笑い声をあげる 0.06 0.28 38
 5．他の友だちと紙芝居の話をする 0.07 0.18 38
 6．紙芝居の場面を真似する 0.00 0.00 38
 7．集中しているが，身体が動いている 6.41 2.54 38
 8．前に乗り出す 0.14 0.49 38
 9．微笑する 0.29 0.39 38
10．驚く 0.02 0.08 38

〈ネガティブ視聴態度〉
 1．手足をモジモジさせて，落ち着きがない 1.90 1.80 38
 2．横の友だちと（関係のない）話をする 0.26 0.54 38
 3．視線は紙芝居の方を向いているが，内容は追っていない 0.68 1.26 38
 4．ボーとしている /あくびをしている 0.11 0.25 38
 5．まったく違う方を向いている 3.20 2.37 38
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それぞれの視聴座席形態間に有意な平均頻度の差
は示されなかった．（図2　参照）
　したがって，視聴座席形態は，ポジティブな視
聴態度にはほとんど影響していないとする結果で
あった．
　〈ネガティブな視聴態度〉の平均頻度は，垂直
（4.94）・対面（5.53）＜自由（7.76）の関係が有意
であった（t（37）＝2.623　p＜.05）．
　したがって，自由視聴座席形態では他の座席形
態に比べ，ネガティブな態度を比較的取り易い視
聴環境であるといえよう．
3） 視聴座席形態と年齢要因（年少児・年長児）
が視聴態度に及ぼす効果

　3つの視聴座席形態と年齢要因（年少児・年長
児）が視聴態度に及ぼす効果について検討した．
〈ポジティブな視聴態度〉　3つの視聴座席形態別
に年少児と年長児のポジティブ態度の平均頻度を
表2と図3に示した．
　3つの視聴座席形態要因を込みにした場合，年
少児（61.07）＜年長児（68.88）（t（36）＝2.48　p
＜.05）の傾向が有意にみられた．したがって，
年長児の方がポジティブな態度は多く，集中力の
発達の度合いを考慮すると妥当な結果ともいえ
る．
　視聴座席形態を含めて分析すると，年少児のポ
ジティブ態度の平均頻度は，垂直（20.50），対面
（19.64），自由（20.93）であり，年長児のポジティ
ブ態度では，垂直（23.42），対面（22.29），自由
（23.17）であった．視聴座席形態別に比較する
と，垂直視聴座席形態にのみ，年少児（20.50）＜

年長児（23.42）（t（36）＝2.768　p＜.01）の関係
が有意に示された．
　したがって，垂直視聴座席形態は，年長児のポ
ジティブな態度形成にとって有効な視聴座席形態
であるといえよう．
〈ネガティブな視聴態度〉　3つの視聴座席形態別
に，年少児と年長児のネガティブ態度の平均頻度
を表3と図4に示した．
　3つの視聴座席形態要因を込みにした場合，年
少児（20.64），年長児（16.88）であったが，有
意差は認められなかった．
　視聴座席形態を含めて分析すると，年少児のネ
ガティブな視聴座席形態は，垂直（4.21），対面
（6.36），自由（10.04）であり，年長児では，垂
直（5.42），対面（5.04），自由（10.07）であっ
た．垂直及び対面視聴座席形態では，年少児と年
長児の平均頻度に有意差は示されなかったが，自
由視聴座席形態では年少児（10.07）＞年長児
（6.42）の傾向が有意に近い形で示された
（t（36）＝1.841　.05＜p＜.10）．
　したがって，自由視聴座席形態は，年少児のネ
ガティブな視聴態度を引き起こし易い視聴座席形
態であることを示唆している．
4） 視聴時間（前半・後半）と視聴座席形態が視
聴態度に及ぼす効果

　視聴時間を前半2分間と後半2分間に分けて，
視聴時間と視聴座席形態が園児の視聴態度に及ぼ
す効果について検討した．
　視聴時間を前・後半に分け，3つの視聴座席形
態を込みにした分析では，ポジティブ態度の平均

図2　ポジティブ・ネガティブな視聴態度と視聴座席形態
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表3　ネガティブな視聴態度の視聴座席形態と年齢の比較

年　少 年　長

人　数 平均値 標準偏差 人　数 平均値 標準偏差

垂　直 14 4.21 5.25 24 5.42 4.80
対　面 14 6.36 6.06 24 5.04 6.59
自　由 14 10.07 5.81 24 6.42 5.96

図3　ポジティブな視聴態度の視聴座席形態と年齢の比較

図4　ネガティブな視聴態度の視聴座席形態と年齢の比較

表2　ポジティブな視聴態度の視聴座席形態と年齢の比較

年　少 年　長

人　数 平均値 標準偏差 人　数 平均値 標準偏差

垂　直 14 20.50 2.96 24 23.42 3.23
対　面 14 19.64 3.41 24 22.29 4.36
自　由 14 20.93 3.58 24 23.17 4.37
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頻度は，前半（33.79）＞後半（32.21）の傾向が
有意に示された（t（37）＝2.545　p＜.05）．しかし，
ネガティブ態度の平均頻度は，前半（9.26）・後
半（9.00）で有意差はみられなかった．
　したがって，視聴時間については，ポジティブ
な態度は時間の経過とともに減少するが，ネガ
ティブな態度は必ずしもそうならないことを示唆
している．
〈ポジティブ・ネガティブな態度と視聴時間・視
聴覚座席形態〉
　視聴覚時間（前半・後半）内に現れるポジティ
ブ態度とネガティブ態度の平均頻度を，3つの視
聴座席形態（垂直・対面・自由）別に検討し，そ
の結果を表4と図5に示した．
　垂直視聴座席形態の平均頻度は，ポジティブ態
度では，前半（11.42）・後半（10.92）で有意差
はなく，ネガティブ態度は，前半（1.66）＜後半
（3.32）の傾向が有意であった（t（37）＝3.389　
p＜.01）．
　対面視聴座席形態の平均頻度は，ポジティブ態
度では，前半（11.11）＞後半（10.21）の傾向が

有意であり（t（37）＝2.234　p＜.05），ネガティ
ブ態度は，前半（3.32）＞後半（2.21）の傾向が
有意に近い値であった（t（37）＝1.781　.05＜p
＜.10）．
　自由視聴座席形態の平均頻度は，ポジティブ態
度では，前半（11.26）・後半（11.08）で有意差
はなく，ネガティブ態度でも，前半（4.29）・後
半（3.47）で有意差はなかった．
　このように，ポジティブな態度は，視聴座席形
態に関係なく視聴時間前半の方が高い傾向がみら
れた．しかし，ネガティブな態度では，垂直視聴
座席形態で後半の頻度が高くなっていたが，対面
視聴座席形態・自由視聴座席形態では，逆に後半
になるにつれてネガティブな視聴形態が減少する
という興味深い結果が得られた．

結　論

1）紙芝居の総合的な視聴態度
　幼稚園児の紙芝居の総合的な視聴態度は，ポジ
ティブな視聴態度が極めて支配的であった．例え

表4　視聴態度に及ぼす視聴時間（前・後半）と視聴座席形態の効果

垂　直 対　面 自　由

前　半 後　半 前　半 後　半 前　半 後　半

平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD

ポジティブ態度 11.42 2.24 10.92 2.06 11.11 2.51 10.21 2.35 11.26 2.38 11.08 2.52
ネガティブ態度 1.66 1.96 3.32 3.59 3.32 4.48 2.21 2.71 4.29 3.31 3.47 3.65

図5　視聴態度に及ぼす視聴時間と視聴座席形態の効果
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ば，「視線が紙芝居に向いている /紙芝居に集中し
ている」「集中しているが，身体が動いている」
のカテゴリー項目に反応が集中していた．これら
の結果は，園児が紙芝居の内容や話し手の態度に
意識を集中させており，極めて望ましい視聴姿勢
を示している．また，本研究の実験として成功で
あったことを示唆するものである．ネガティブな
態度として「まったく違う方向を向いている」が
あがっていた．
　しかし，“ほとんど”反応を示していない項目
は，「紙芝居の近くまで寄ってきて指をさす」「紙
芝居の場面の真似をする」「驚く」「笑い声をあげ
る」「他の友だちと紙芝居の話をする」「ボーとし
ている /あくびをしている」である．これらは，
分類基準の妥当性の点で今後の課題としたい．
2）視聴座席形態が視聴態度に及ぼす効果
　3つの視聴座席形態（垂直・対面・自由）は，
いずれも高いポジティブな視聴態度を示してお
り，視聴座席形態間に得点差がなかったが，自由
視聴座席形態でネガティブ視聴態度がより多く示
された．
　自由視聴座席形態では，園児が自由に視聴する
ことが可能であり，紙芝居に集中できる反面，ネ
ガティブな態度も取り易い形態であると推測でき
る．この点については更なる検討が必要である．
3） 視聴座席形態と年齢要因が視聴態度に及ぼす
効果

　視聴座席形態と年齢要因（年少児・年長児）と
がポジティブ・ネガティブな視聴態度にどのよう
な影響を及ぼすかについて検討した．
　ポジティブな視聴態度では，年長児の方がより
高い得点を示しており，一般的な課題解決課題で
の集中力の発達的な成長を考慮すると妥当な結果
であるといえる．しかし，視聴座席形態を加味し
て更に詳しく検討すると，垂直視聴座席形態での
み年長児の方が高い得点を示していた．
　ネガティブな視聴態度では，年齢差は認められ
なかったが，自由座席視聴形態で年少児の方がネ
ガティブに高い得点を示していた．

　これらの結果は，視聴座席形態は年齢要因にあ
る程度支配され，年少児では自由視聴座席形態の
際，教師からの望ましい“働きかけ”の必要であ
ることを示唆している．
4） 視聴時間と視聴座席形態が視聴態度に及ぼす
効果

　視聴時間は，3つの視聴座席形態を込みにした
分析では，ポジティブな態度で視聴時間前半の方
が高い得点を示しが，ネガティブな態度には前後
の得点は認められなかった．したがって，ポジティ
ブな態度は時間の経過につれて減少するが，ネガ
ティブな態度は必ずしもそうなっていない．これ
の結果は，紙芝居への“慣れ”が反映していると
も考えられる．
　ポジティブな態度では，いずれの視聴座席形態
でも前半の方が高い得点傾向を示していた．しか
し，ネガティブな態度では，垂直視聴座席形態で
は後半が高く，対面・自由視聴座席形態では，逆
に後半が低くなるという興味深い結果であった．
　本研究では2要因及び3要因の分散分析に適し
た実験計画となっていない．したがって，要因間
の相互作用の検討をすることができなかった．今
後の課題としたい．
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